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論　　文　　の　　要　　旨

（1）本論文の構成

　　本論文はヨ本文全13章，232頁ヨならびに参考文献から構成されている。

（2）本研究の目的

　　実験心理学の基礎研究においては、被験体としてラットが多く用いられてきた。しかし里その

　ほとんどは成体ラットを用いたものであってヨ幼体ラットを用いた研究は少い。特に。諸行動の

　基礎である四肢の運動などが。出生日からヨ日齢の増加とともにどのような経過をたどって発達

　するかという初期行動発達に関する情報はヨ極めて乏しかったといえる。しかもヨこのような行

　動発達に対応して，脳波などの生理的指標がどのように変化していくかという生理心理的研究に

　なると害ごく幼少の生体を測定する技術上の困難さもあって，研究はさらに少いといえる。

　　本研究は雪ラットの出生日からの種々の初期行動の発達過程を雪脳の発達を推定する諸生理的

　指標（脳組織画皮質脳皮1誘発電位）との対応関係において追求し，さらに生後5日齢あたりか

　ら出現した幼体に特徴的な皮質脳波がヨ嗅球に起源することを確めようとするものである。

（3）研究の方法と結果

　　実験は大きく4部に分れる。第1部では，種々の基礎的運動と反射の発達について、第2部で

　は、脳波と脳組織の発達について事第3部ではヨ種々の感覚誘発電位の発達についてラ第4部で
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はラ幼体に特徴的な脳波と嗅球の関係が検討されている。なおヨ用いられてたラット数はラ計440

匹である。

　実験1：O日齢から26日齢までの各日令齢ラットを用いラチェックリスト法でラ頭部1前肢1

後肢の運動ラおよびそれらが組合わされた14種類の行動型の出現の有無が調べられた。同時にヨ

開眼日齢と聴覚刺激に対する反応が調べられている。

　その結果。頭部画前肢1後肢の独立的な運動は出生日から見られるがヨそれらによる協調運動

はヨ頭部里前肢。後肢の順に発達し。組み合わされていく。たとえばラ前肢のみによるピボッティ

ング（回転運動）は2日齢から生じるが、前1後肢の協調を必要とする葡葡運動は7日齢からヨ

全身の協調を必要とする歩行や座位姿勢は15日齢からラ後肢立ちは20日齢から急増することが

明らかになった。そして。これらの推移と視覚1聴覚機能の発達（開眼は16～17日齢）との関係

が論じられている。

　実験2：1日齢から18日齢までの幼体ラットについて，立ち直り反射、踏み直し反射ラ把握反

射など害6種類の反射テストを実施しヨ各反射の出現の有無事その完成度について測定した。

　その結果ラ背面立ち直り反射や前肢の踏み直し反身苛などはヨ1日齢でも不完全な形で出現した

が。それらが完成されるのは10～15日齢の問であることが見出された。

　実験3：0日齢から40日齢ま、でのラットと，成体ラットについてラ前頭部および後頭部皮質か

らの脳波、頸部からの筋電ラ心電ヨさらに呼吸バンドによる呼吸活動を、無拘東1無麻酔の状態

で測定した。1回の記録時問は！時間。ラットの行動は隣室からのテレビカメラで観察された。

　その結果ヨ4日齢までの幼体ラットではラ時々低振幅速波が不規則に出現する以外はヨほとん

ど平垣な脳波を示す。ところが雪5日齢頃から、7～10Hz，20～40μVのリズミカルな波が群発

するようになる。これはラ幼体ラットのみに見られる特徴的な波型であったのでラ特にCharaCteriStiC

rhythm1cwave（CRW）と名付けた。CRWは，日齢が進むにつれて周波数が大きくなりヨ24日

齢では25Hzになったがヨ以後は次第に消失してラ30日齢で出現しなくなる。

　成体ラットでは，身体の運動時や逆説睡眠時にラリズミカルな6～9Hzのθ波が観察される

がヨ幼体ラットにおいてθ波が初めて出現したのは21日齢になってである。25日齢ではラほぼ成

体に近いθ波が見られるようになる。なおヨ2～5Hzの徐波はラ10日齢から出現しラその振幅と

持続時問はう日齢とともに増大した。逆説睡眠に関してはラ20日齢前の幼体では。低振幅速波が

多い脳波を示し，θ波が出現する成体型の逆説睡眠はヲ20日齢以後に観察された。

　心拍数はO日齢から20日齢まで急速に増加し。その後50日齢まで徐々に減少する。一方ヨ呼

吸数は8日齢で最高値に達し、その後は減少した。

　実験4：0日齢から50日齢までのラットと成体ラットの大脳皮質の標本を作成しラ2種類の染

色法により神経線維と神経細胞を別々に染色した。まず，頭頂部皮質の厚さを測定したところラ

皮質の厚さは！2日齢まで急速に増大し、その後ゆっくりと増大することが分った。次いでヨ脳組

織標本の顕微鏡による観察からラ2日齢までは神経細胞が密集して細胞問の神経線維はほとんど

認められないことヨ3日齢で神経線維が出現し，14日齢頃までに樹状突起が急増することが分っ
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た。これらの所見と行動上の変化との対応関係が考察されている。

　実験5：O日齢から31日齢までのラットと成体ラットにおいて雪50回のクリック音に対する後

頭部からの聴覚誘発電位がMEDIACにより平均加算された。誘発電位以外に雲筋電雪心電，呼吸

が同時記録されている。聴覚誘発電位は14日齢から出現しヨ短潜時波の潜時は日齢とともに減少

した。

　実験6：実験5は無麻酔下で行われたために雪時として筋電が混入した。そこで雪実験6では

ペントバルビータール麻酔下で聴覚誘発電位を記録したが、反応は13日齢から出現し、日齢に伴

う変化は実験5と同様であった。

　実験7：麻酔下において里ストロボ画フラッシュに対する視覚誘発電位を測定した。反応は15

日齢から出現し曾聴覚誘発電位よりも複雑な波型を示したが雪日齢が増すにつれてヨ刺激直後にヨ

こまかく速い成分が集中してくるという一般的傾向が見出された。

　実験8：麻酔下において害尾部に与えた体性感覚刺激（電撃）に対する誘発電位が測定された。

刺激は強刺激と弱刺激が用いられヨ強刺激に対しては1日齢から，弱刺激に対しては4日齢から

誘発電位が出現した。どちらの場合にもヨ日齢が進むにつれて潜時が短くなりヨ波型が複雑となっ

ていく。

　実験9：実験3において事幼体ラットに特徴的な脳波（CRW）がヨ呼吸活動と同期して群発す

ることが見出された。他方うウサギヨネコの幼体を用いた先行研究によるとう呼吸活動あるいは

嗅球脳波が変化することが示されている。そこで，CRWは，大脳皮質よりも早く発達する嗅球に

起源を持つ波ではないかとの可能性を検討するために、以下の3実験が行われた。すべてヨ皮質

前頭部画後頭部脳波のほかに雪嗅球脳波と呼吸活動画筋電1心電が同時記録されている。

　まず雪鼻腔の入口をパラフィンで封鎖することによって，通常の鼻からの呼吸を停止させたと

ころ（口からの呼吸となる）雪それまで出現していた嗅球脳波が消失したばかりでなく、同時にCRW

も消失した。パラフィンを除去すると両者は再出現する。また，ペントバルビタールの追加投与

によって嗅球脳波は顕著となるが雪CRWも顕著となった。

　実験10：嗅球脳波とCRWは雪ほとんど同期しているが骨もしCRWが嗅球に起源しているので

あれば、両者の問には一定の位相のずれがあるはずである。位相差を測定したところ、CRWは平

均9．65ms嗅球脳波より遅れて出現していることが分った。

　実験u：次に雪嗅球を両側にわたって破壌したところヨCRWは消失し里また盲気管を切断する

ことで、鼻腔を経ずに気管から呼吸させたところ、同じくCRWが消失した。以上から、幼体ラッ

トの皮質から記録されたCRWは雪鼻腔の受容器が刺激されることで生じる嗅球脳波に起因する可

能性が極めて高いといえよう。このことはヨ幼体ラットの脳の発達を論ずる際のヨ貴重な知見と

いえる。
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審　　査　　の　　要　　旨

　本研究の目的はヲこれまでに研究例が少なかった生後0日齢からの幼体ラットの行動発達を、主

として生理心理学的立場からアプローチしようとしたものである。出生直後からの幼体ラットの行

動を測定し雪しかも脳波などの電気的変化を測定する際の技術上の困難さを考えるならば争本研究

は初期の目的をほぼ達成し得たものとしてう高く評価できよう。また幼体ラットの脳波㊥誘発電位

などの日齢に伴う推移をヲ幼体の適応行動との関連において考察している点も、この領域への貢献

として評価できる。実験手続等の記述が簡潔すぎることとヨ概念規定にややあいまいさが残るなど

の欠点もなくはないがラ今後の幼体ラットを用いる行動研究に貴重な基礎資料を提供したものとし

てヨ大きな意義を認めるものである。

　よってう著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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